
滋賀県美術協会展
第62回

日本画・洋画・彫刻・工芸・書

2016年 5月17日［火］～22日［日］
午前10時～午後５時

（ただし、17日は午後1時から、22日は午後4時まで）

大津市歴史博物館会場
滋賀県大津市御陵町2番2号　TEL077-521-2100　

京阪電鉄石坂線「別所」駅下車徒歩５分／ＪＲ湖西線「大津京」駅下車徒歩15分／ＪＲ琵琶湖線「大津」駅から京阪バス10分「別所」下車

主催：滋賀県美術協会　後援：滋賀県・滋賀県教育委員会・滋賀県文化振興事業団・大津市・大津市教育委員会



滋賀県美術協会第61回記念展会場風景
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大津市歴史博物館

　当美術協会は、昭和24年６月に発足し、県展・県下の各市展等の運営、後進の指導育成に積極的に関わり戦後滋賀の美術文化
振興の基盤づくりに寄与した滋賀県美術作家協会を前身として、昭和45年12月に改組・改名した団体です。
　その目的を「美術家相互の研鑽の場として、作家の立場を確立するとともに、美術の普及発展をはかり本県美術・文化の向上
に寄与する。」と定め、この間半世紀以上に亘り各会員は、日本画・洋画・彫刻・工芸・書の分野で全国公募展、コンクール展等の中
央展にて活躍し、また県下の展覧会委員・審査員等の運営面に参画しつつ後進の指導にもあたっております。
　130余名、県下最大の陣容と歴史を誇る専門家の作家集団です。 2016年5月　 理事長　山尾 才

（問合せ先 事務局長 甲津 ☎0748-58-0206）

滋賀県
美術協会

滋賀の美・その粋

2016年度　滋賀県美術協会会員
第62回滋賀県美術協会展

日本画
安土 優
安土 八重子 ［芳舟］
上野 富二郎
北村 恵美子
西田 啓代
野本 佳子
早川 裕子
藤本 達子
山本 悠紀子

洋 画
阿波連 永子
池田 直子
池滝 総子　 ［一道 万羅］
石井 豊太
石田 勝己
石橋 国夫
石原 幸一
一居 孝明
岩﨑 恵子
岩田 百子
宇津木 裕子
梅原 絹子
太田 耕次
大洞 定治
岡野 靖夫
奥田 輝
小多 譲仁
小田柿 寿郎
小山 万亀子
柏倉 俶子
梶田 祥子
樫原 喜六
勝島 玄宥
河口 眞佐男

川原林 徳一
北村 美佳
木村 克朗
隈元 道雄
黒川 彰夫
小泉 広明
甲津 久生
古保木 雄一
佐渡 一清
三大寺 青楓
塩賀 史子
篠原 涼子
芝田 キク
清水 佳代子
杉本 𠮷𠮷𠮷
⻆井 廣
髙家 正広
田中 孝
田中 知子
鶴房 健蔵
友政 光雄
中川 功
中塚 勝
中村 剛
中村 悦子
仁志出 孝春
野渕 博　 　［ノブチ ヒロシ］
原田 たかし
福村 真美
藤井 喜久雄
藤永 覚誠
ブライアン・ウィリアムズ
増井 秋野里
松島 良一
馬淵 哲
宮下 陽子

小嶋 太郎
小林 博　　 ［喜三郎］
西郡 公　　 ［龍正］
廣田 千惠
三原 サダ子

書
青木 芳子　 ［芳雲］
猪飼 宜妙
池田 和雄　 ［陽丘］
池田 哲也　 ［若邨］
大田 佐享　 ［左卿］
金澤 絹代　 ［雅宴］
神田 浩　　 ［浩山］
北川 邦之
雲山 和良　 ［一弦］
小谷 惇子　 ［抱葉］
貞永 大樹
志田 喜子　 ［好雨］
神野 久美子 ［白帝］
中西 長雄 　［長安］
中村 重之　 ［仙照］
西川 守彦 　［桂邨］
疋田 雅夫 　［惜陰］
本城 秀記　 ［研石］
前田 秀子
松沢 麻美
三原 博
三原 芳子　 ［紫香］
宮部 年子　 ［湖風］
村尾 弘美
森 要
森野 公美子
山本 清一　 ［南竹］
山本 慧　　 ［杏邨］

宮村 長
望月 通代
森川 利一
森本 克彦
森本 貞代
安村 敏彦
矢野 信司
山尾 才
山根 須磨子
山元 敏子
山本 麻衣子
山本 満
𠮷𠮷 ちえ子

彫 刻
石田 秋次
伊庭 照実
伊庭 靖二
木村 孝英
志萱 州朗
嶋畑 貢
清水 冨男
髙﨑 敏和
西村 王允
長谷川 喜男
平松 國和　 ［游石］
深田 充夫
森 佳三
吉居 寛子

美術工芸
菊池 睦子
北川 美千代
木村 隆
神山 直彦

法人会員　（公財）秀明文化財団
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